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看護師のバーンアウトの実態とストレス要因についての検討
一一県立2病院の結果から一一
A Study of Realities and Stress Factors of the 
Burnout on the Nurses. 
一一-The Findings of 2 Prefecture Hospitals.一一


























































































未満68名 (31.9%)，30~35歳未満48名 (22.5%) で，
S 病院は45~50歳未満31名 (22.2%) ， 40~45歳未満25
名 (17.9%)，30~35歳未満19名 (13.6%) で， 1病院
の方が若年であった.現在の部署での勤務年数は， 1 
病院は1年未満92名 (43.3%)，1 ~ 2年未満41名 (1
9.2%)， 2 ~ 3年未満17名 (8.0%)で， s病院は 1
年未満28名 (20.0%)，1~ 2年未満27名 (19.3%)，




































女性 210(98.6) 117 (83.5) 
男性 1( 0.5) 19(13.6) 
無記入 2( 0.9) 4( 2.9) 
24歳以下 59(27.8) 10( 7.1) 
25~30歳未満 68(31.9) 14(10.0) 
30~35歳未満 48(22.5) 19(13.6) 
35~40歳未満 15( 7.0) 15(10.7) 
40~45歳未満 9( 4.2) 25(17.9) 
45~50歳未満 6( 2.8) 31(22.3) 
50~55歳未満 5( 2.3) 15(10.7) 
55歳以上 2( 1.0) 2 ( 1.4) 
無記入 1( 0.5) 9( 6.4) 
1~3 年 61(28.6) 13( 9.3) 
4~6 年 43(20.2) 10( 7.1) 
7~9 年 50(23.5) 12( 8.6) 
10~19年 39(18.3) 36(25.7) 
20~29年 9( 4.2) 43(30.7) 
30年以上 6( 2.8) 12( 8.6) 
無記入 5( 2.4) 14(10.0) 
表 2.病院別バーンアウト得点
平均値土標準偏差
I 病院 S 病院
n=213 n =140 









医師不信 2.38士0.65 2.47::!::0.73 




患者の死体験 2A9土0.96 2. 32::!::0.81 
労働過多 3.81士0.81 3. 64::!::1. 01 
教育環境不備 2.92士0.83 2.82士0.81
* pく0.05
部 1年未満 92(43.3) 28(20.0) 
書 1~2 年未満 41(19.2) 27(19.3) 
で 2~3 年未満 17( 8.0) 33(23.6) 
の 3~4 年未満 18( 8.4) 16(11.4) 
勤
務 4~5 年未満 15( 7.0) 3 ( 2.1) 
年 5年以上 24(11.3) 25(17.8) 
数 無記入 6( 2.8) 8( 5.7) 
スタッフナース 170(79.8) 105(75.0) 
職 副師長 16( 7.5) 12( 8.6) 
師長 16( 7.5) 12( 8.6) 
実習指導者 11( 5.2) 
イ立 その他 3 ( 1.4) 7( 5.0) 
無記入 3( 1.4) 6( 4.3) 
既婚 80(37.6) 87(62.2) 
婚姻 未婚 131(61.5) 45(32.1) 

























X SD X SD 
医者から批判されることがある 2.32 1.09 2.47 1.26 
医 匿者との間で考え方が食い違うことがある 2.87 0.96 3.12 1.10 
師 臨終(危篤)、緊急時に医者がいないことがある 2.16 1.15 1.99 1.18 
不 患者の症状について、医者が十分な1情報を与えてくれないことがある 2.37 1.02 2.66 1.28 
振 医者がし、ないときに、患者についての判断(与薬など)をくだせないことがある 2.64 0.99 2.43 1.16 
医者からその患者にとって不適切な処置をするように命じられることがある 1.88 0.92 1.65 0.95 
患者に苦痛を感じさせるような処置をしなければならないことがある 3.37 1.06 3.29 1.16 
ケ 末期の患者をケアする際に無力感を感じることがある 2.80 1.29 2.65 1.35 
ァ 患者へのケアに際して、ミスしないかと恐れを感じることがある 3.58 1.10 3.59 1.25 
の 十分に患者の気持ちの支えになってやれないと感じることがある 3.27 0.96 3.14 1.02 
患者の症状について、わからない質問を患者やその家族から尋ねられる 2.88 0.96 2.63 1.11 
不 患者が苦しんでいるのを見ることがある 3.47 0.94 3.13 1.06 
全 患者の側に十分いられないことがある 3.79 1.02 3.73 1.14 
感 要求が多い、気難しい患者をケアすることがある 3.20 0.96 3.39 1.16 
患者の苦しみに対して自分の感性がマヒしていると感じるときがある 2.91 1.03 2.57 1.14 
死患、 親しくしていた患者が死ぬことがある 2.26 1.08 1.96 0.97 
体者 患者やその家族と、患者自身の死について話さなければならないことがある 2.47 1.13 2.22 1.07 
験の 患者の死を看取ることがある 2.76 1.14 2.23 1.31 
上 上司と考え方が食い違うことがある 2.80 1.03 2.94 1.13 
司 上司から批判されることがある 2.27 1.04 2.23 1.20 
葛 上司が自分の気持ちを理解してくれないことがある 2.58 1.12 2.27 1.27 
藤 上司の対応が遅いことがある 2.45 1.18 2.60 1.33 
同じ病棟に一緒に働きたくないナースがし、ることがある 2.37 1.19 2.49 1.46 
葛同 同じ病棟に指導してくれるナースがいないことがある 2.45 1.23 2.41 1.46 
藤僚 協力的でないナースと一緒に働くことがある 2.27 1.13 2.68 1.33 
伝向 他の病棟のナースと、体験や感情を共有できないことがある 2.37 1.15 2.35 1.17 
達僚 同じ病棟のナースと、体験や感情を共有できないことがある 2.13 0.97 2.25 1.00 
欠と ナースの間で患者のケアについての意見が食い違うことがある 2.28 0.86 2.44 0.94 
如の 患者に対する不満を、同じ病棟のナースに打ち明けられないことがある 1. 75 1.04 1. 76 1.07 
労 予想外の配置転換や仕事の割り当てを受けることがある 2.42 1.08 2.41 1.29 
働 事務仕事のような看護以外の仕事をしなければならないことがある 3.68 1.14 3.57 1.36 
過 同じ病棟に十分な人手がないことがある 4.03 1.05 4.01 1.19 
多 超過勤務が多いことがある 3.47 1.10 3.17 1.45 
境雲 特殊な器具の操作や機能がはっきりとわからないことがある 2.90 0.92 2.86 1.04 
語義 備環看護について勉強できないことがある 2.94 1.08 2.74 1.19 
表5.情緒的支援得点、自己効力得点
平均値士標準偏差
I 病院 S 病院
n =213 n =140 
支援得点 8.10士2.66 7.53土3.12






性4名であった.年齢は， 1病院は24歳以下15名， 25 
~29歳未満16名， 30~35歳未満 9 名で， s病院は





台 工工 病院 S 病院 よ土工 I 病院 S 病院n=45 n=34 n=45 n=34 
性 女性 44 29 部 1年未満 20 5 
男性 。 4 署 1~2 年未満 9 8 
，'50 無記入 1 1 で 2~3 年未満 3 10 
24歳以下 15 1 
の 3~4 年未満 4 1 
勤
25~30歳未満 16 4 務 4~5 年未満 2 1 
年 30~35歳未満 9 2 年 5年以上 6 6 
35~40歳未満 2 3 数 無記入 1 3 
40~45歳未満 1 8 スタッフナース 39 26 
45~50歳未満 。 6 職 副師長 2 3 
齢 50~55歳未満 1 4 師長 2 2 
55歳以上 。 2 位 その他 l 。
無記入 1 4 無記入 1 3 
勤
1~3 年 15 3 既婚 15 21 
4~6 年 10 2 婚姻 未婚 29 10 
務 7~9 年 11 2 無記入 1 3 
10~19年 6 9 
年 20~29年 2 8 
30年以上 。 4 
数 無記入 1 6 





























が20名， 1'"-' 2年未満9名， 5年以上6名で， s病院




























































r =0.547， I教育環境の不備Jr =0.493， I労働過多J
r =0.422の順であった.脱人格化と相関を認めたス


















が多いが，勤務年数は 1~3 年が最多で，次いで 4~

















































































2 )前掲 1)， 141-146. 
3 )坂野雄二，東条光彦:一般性セルフェフィカシー


















日本看護研究会雑誌， Vol. 23. No. 2， 29-41. 
2000. 




聖路加看護大学紀要， No. 27， 1 -8， 2001. 
14)前掲3)
-109-
